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―― 安心の提供と震災からの早期復興のために ――
いわき地域復興センターは、 「いわき明星大学と東日本国際大学」 が連携して、 いわき地域に対する震災復興活動を行う

拠点として設立されました。 「福島県いわき地域の大学連携による震災復興プロジェクト」 をテーマとして、 両大学が持つい

わき地域の魅力の再生に直結する専門性を提供することで、 震災からの早期復興を目指します。

Ⅰ 放射線・放射能測定及び軽減に関する研究事業　    Ⅱ  震災記録の保存事業　
Ⅲ 被災地の情報発信による観光まちづくり事業　       Ⅳ  被災障がい者自立支援促進事業

【事業の４つの柱】

秋・冬の作物 放射能検査結果特 

集 平成 25 年

総検体数 …検出された放射性セシウムの平均値（Bq/kg）Cs 検出数（Cs…ここでは放射性セシウムを意味する。なお、50Bq/kg 未満は不検出とする）赤数値

昨年の結果と比較されたい場合は、News Letter vol.9 2013 February をご覧ください。   （入手方法：当センターにて配布・HPご参照）

いわき地域復興センターでは、平成 24 年 4月の開所以来、さまざまな種類の作物について検査して参りました。
今回は、作物の種類による放射性セシウムの検出傾向を探るため、秋・冬の作物を４つのカテゴリーに分類し、
検査結果を集計しました。品目については、総検体数の多いものから順にピックアップして掲載しております。
尚、集計には平成 25 年 9月１日～ 12 月 27 日に測定されたいわき市全体の検査結果を使用しております。
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● 過去の情報やセンターの詳しい活動内容は HP をご覧ください。 ●

■ メディアの取材を受けました！ ■

■ 震災資料をご提供いただきました ■

■ 第 19 回ミニ相談会開催報告 ■

いわき地域復興センターでは、平成 25 年 12 月 4日（水）開催した放射能検査施設見学バスツアーの際、4つの
メディアから取材を受けました。KFB・福島民友・福島民報の 3つのメディアには、すでに番組内または紙面に
て取り上げていただきました。このたび、公益社団法人助けあいジャパン のウェブサイトに、バスツアー当日撮
影された動画が掲載されました。以下にご紹介いたします。

http://inforanger.tasukeaijapan.jp/report/20131204-f1/
施設見学のようす、参加者の方・当センター職員の声を、是非ご視聴ください。

放射線スタディバスツアー
URL

助けあいジャパン ホームページ
http://tasukeaijapan.jp/URL

公益社団法人助けあいジャパンは、復興庁および他省庁と
連携して活動を行っており、被災地の被害と復興の状況、
ボランティア情報、様々な支援の方法、様々な支援活動の
状況などを集めたウェブサイトを制作・運営しています。

→ → 福島県 → いわき市 →
アイコンをクリック

いわき市 -2013 年 12 月 4日

＜動画イメージ（一部抜粋）＞

いわき地域復興センターでは、東日本大震災および原発事故の記憶を後世に残すべく、いわき明星大学地域交流
館内に震災アーカイブ室（震災資料室）を設け、震災に関する資料および証言記録の収集事業を行っています。

＜インタビューおよび資料提供のようす＞

このたび、アトリエカザミ（いわき市を拠点とする自主映画制作団体）の
羽賀慎一郎さんにインタビューを行い、震災当時の貴重なお話をお聞かせ
いただくとともに、震災関連の映像データをご提供いただきました。
提供くださった映像は、震災で得た気づきをきっかけにご自身が監督し制
作された映画「R」と、群馬県からいわき市へ個人物資支援に駆けつけてく
れたご友人の姿と被災地へのエールを収めた実録の 2点です。いずれもア
トリエカザミのウェブサイトに掲載されています。是非ご覧ください。

（2分 47 秒）

いわき地域復興センターでは、除染情報プラザの協力のもと、平成 25 年 12 月 21 日（土）いわき明星大学本館
1階教員談話室にて第 19 回ミニ相談会を開催しました。講師の須田博文氏（株式会社イング）からは「身近な
場所の除染について知ろう！～除染の方法とその効果について～」をテーマにお話しいただき、除染情報プラザ
からは除染・放射能関連のパネル等の展示をしていただきました。そのようすをご紹介します。

今後のミニ相談会のお知らせ

　　　　　　  1 月 23 日（木）10：30 ～   場所：いわき明星大学 環境放射線測定室
テーマ「知っておきたい放射線測定～サーベイメータで計った空間線量率の中身～」
講　師：いわき明星大学 環境放射線測定室 信田重成

第 20回

①須田氏による講演のようす
②パネルについて質疑応答のようす
③霧箱（放射線を見るための展示物）

① ②

③

（左から羽賀氏、職員）http://atelierkazami.blog87.fc2.com/ 『アトリエカザミ』の制作日誌 URL

第 21回　　　　　　  2 月 26 日（水）10：30 ～   場所：いわき地域復興センター
テーマ「いわき明星大学での放射能測定結果のまとめと考察～放射能濃度の変化と傾向について～」
講　師：いわき明星大学 科学技術学部 教授 佐藤健二 ※参加費無料


